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1.研究の動機とその目的

昭和 22年版学習指導要領(試案)の項目で

「鑑賞Jが記されて以降，その研究については

学会誌や研究会でも盛んに取り上げられている。

今日では各教科に求められる「言語活動の充

実jや，時捌減に伴う美術教育関係者のもつ

危調憾，アメリア・アレナスの「対話型鑑賞J

における実践が大きな反響を美術界にもたらし

た点も無視できなしL

実際，平成 20年改訂(現行)の学習指導要

領においても「鑑賞の充実Jでは，すべての学

年明虫立して指導すること宅地域の美締官など

を利用することが明示され，能動的な鑑賞の必

要性が説かれている。しかしながら，その実態

には課題が多川学芸員に依存したまま進む美

術館との連携や，時数削減の中， f表現lの時数

の確保に追われての実践に， r鑑賞Jに臨む姿勢

i討首脳句にならざるを得なし、本来， r表現と鑑

賞の一体化jに言われるように，この両輪で進

むことで子どもたちの豊かな情撫'jj音われるべ

きi士ずである。今ある現状に，そのまま入れ込

むのでは無理が生じ，高まる「鑑賞jへの期待

も有名無実に終わるのではないだろうか。

そこで，本研究では，美術教育における今日

的な課題をふまえつつ， r:表現Iと f鑑賞Jの関

係性を捉え直し，現場において浸透できうる「鑑

賞jのあり方を探っていきたいとの，思いから，

このような研究課題を設定した。
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2.本論文の研究方法

本研究では，今の美制「建前著を「鑑賞jの視点

から捉え，その現伏と課題を明確にし， r鑑賞J

と「表現jの関係性を再考した上で， 2領域の

有槻句な関連づけを意図した教材開発とカリキ

ュラムの改善に取り組むことを目指した。

まず「鑑賞」と「表現jの関保性を先行研究

等の論考を整理しながら，アメリカの美術教育

研究者であるアイスナーの考えを基軸として

f鑑賞j と「表現jの関係性の再考を試みた。

また，鑑賞と表現のつながりについて，授業

計画立案の観有、から見直し，従来ある， r表現領

域jの活動において， f!鑑賞領域lでおこなわれ

てきた芸術作品の鑑賞を位置づけた。更に， f:表

現jから「鑑賞」へ" r，鑑賞Jから「表現」へと

2パターンの構成を組み，授業実践を実施した。

このように，本論文では，鑑賞領域と表現領

域を有機的に結びつける教育的意義について論

考をすすめるだけでなく， 2領域の関連づけを

意図した授業案を構想し，実脚句に実施するこ

とで，その成果を検討し，子ども達の主体的な

学びを促す研究を展開している。

3.研究の肉容(各章の概略)

第1章では，美術教育の現状を鑑賞較育の観

点から見つめ直し，その課題について押さえた。

「鑑賞jにおける研究は盛んで，対話型鑑賞と

いう方法論の浸透と相まって，美術館における

鑑賞学習も充実してきでいる。しかしながら肝
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心の学校現場における「鑑賞jへの取り組みは

消極的で3 美締官との連携においても，学芸員

に街字した， その場しのぎの取り組みも少なく

な同参考作品や児童の相互鑑賞は行われるも

のの，作家作品の鑑賞いわゆる単独の「鑑賞J

への取り組みは進んでいなliも現状がある。

第2章では美討議育における f鑑賞jのあり

方を「表現Jと「鑑賞jの関係性から間い産し

た。両者は「感情の産物j と f知的な活動JI己

分けて考えられがちである。しかし， i表現と鑑

賞の一体化jのように，子どもの分附化しえな

い造形活動を2分化してとらえる発想、法が問題

で、はなかろう治元 「表現Jと 印鑑賞jの密なる関

係性を前提とし両者をつないでいくことが大

切である。指導要領に畳場した供通事関が

その役割とMEえられるように，両者を貫〈テ

ーマを見いだ、し「表現Jと f鑑賞jの今後の展

望を見いだしていくことが重要であると考える。

第3章では先の章を受け， r鑑賞j と f表現j

をつなぐ意義を教材立案の勧財も説いた。中

学涜では鍛賞と制作の関連づけは当然のよ うに

行われているが，小学校における実践は説顎も

多し冶この点についてp アノレンハイムの「知覚

分イ切の説に基 づくアイス十ーの読?と担討もは

視覚形態を単に f見るjのではなく f見て取るj

ために必要な高度な知覚は， 経験と努力によっ

て身につける事ができうる。 f鑑賞jにおいて早

すぎるということはな凡むしろ，一般的な認

帯分化と同様に経験を重ねることで幣まってい

く。つまり11母校段階における「鑑賞Jは意図

して教材に組み込まれていくべきものである。

第4章では教材立案の必費性に基づき，授

業実践罫究を前提とした2題材の授業立案を行

った。自然討を用いる[造形遊びJにアンディ・

ゴーノレズヲージーの鑑賞を，また，プロッター

ジュを用いた「絵に表すJの活動にマックス・

ヱノレンストの鑑賞を組み込んたそして， r鐙賞

と表現の有概均なつながりjを見取るために授

業構成において， r鑑賞Jから「表現jへ「表

現Jから「鑑賞jへと 2バターンに分けての実

践研究を試みることとしたむ

第5章では研発授業の実施によって得られた

分析をまとめむ先に述べた授業統成の違いは

頭著に児童の表現に表れたの 2題材に置いて授

業の読れを変え， r表現jf鑑賞J双方の相乗的

な効果についてそれぞれの段業計画に特有な学

習成果を見取ることができた。

第6章でtj;F表現領域と挺賞領域の際連づけ

を意図したカリキュラムの検討を行った。本論

における2題材以外にも，その可能性は大いに

見取ることが出来る。今後，更なる実践研究に

よる実証を積み上げていきたしも更に，現職教

員のインタビューに基づき，現揚の実践レベノレ

での祝長を過して本研究を据え直すことを試み9

現場や児童に還元できる研究の方向性を示した。

4.研究の附;畢と即日趨

本研究における実験助授業において「表現j

「鑑賞jの組み合わせは，各々にとって相互補

完的な働きを担うことが見取れたカリキュラ

ム検討にまで至ることができ，現場に還元でき

る形でこの修論をまとめることはできた。今後，

他学年2 幼稚園，中学校， 高等学校等，校種を

またいでの上倣検証や，表現領域における他の

内容での題材開発をも試みていく必要性がある。

アイスナ」が，自身の研究テーマに f美術の

表現や鑑賞を通して子どもたちに生き生きとし

た生活をさせることJを掲げたよ うに，本研究

を足がかりとし，今後とも子どもの姿に現れる

ような意義ある 「鑑賞ムそして 「表現lめ実践

につながる授業改善に取り組んで・いきたい。
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